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取付説明書オーバードアS  ペットガード 

D530

●取扱いを誤った場合に、使用者が死亡または重傷を負うおそれのある内容を示しています。

●取扱いを誤った場合に、使用者が中・軽傷を負うおそれのある内容、または物的損害の
おそれがある内容を示しています。

●説明の内容で知っておくと便利なことを示しています。

●取付手順で、特に注意して作業をしていただきたいことを示しています。
●守っていただかないと組付けができない内容、または製品全体に後々不具合が発生する
おそれのある内容を示しています。

●取付説明の内容全体（個々の説明枠）にかかる注意事項を示しています。
●取付説明の内容に制限がある場合の条件を示しています。
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警 告

注 意

※

補足

安全に関する記号 記号の意味

一般情報に関する記号

ポイント

＜施工の前に＞
注意

●このたびは、当社製品をお買いあげいただきましてまことにありがとうございます。
●この取付説明書に示した表示記号の内容は、製品を安全に正しく施工していただき、施主様等の危害や損害を未
然に防止するためのものです。

　表示記号の内容を良く理解したうえで、本書の内容（指示）にしたがってください。
●この取付説明書では、次のような記号を使用しています。

●製品の施工には、危険を伴う場合がありますので、必ず専門の工事業者による施工をお願いします。
●正しく施工，組付けをするために、施工前に必ず取付説明書をお読みください。
●製品の施工については、必ず取付説明書にしたがってください。
●施工終了後、取付説明書は施主様にお渡しください。
●梱包明細表で必要な部材、部品が揃っているか確認してください。
●オーバードアSの部材の組付けについては、それぞれの製品に梱包している取付説明書をお読みください。
●ペットガード取付可能サイズは１・２型はH10・H12両サイズ、4型はH10サイズのみとなります。それ以外のサイ
ズには取付けないでください。

●ペットガードはワイドオーバードアSには取付けできません。

＜施工上のご注意＞

●施工工事にあたっては、安全に施工を行なってください。
　・作業服および保護具（保護帽、安全帯、眼、手、足の保護具）を正しく使用してください。
　・作業場所の整理整頓を行なうとともに、安全確保を行なってください。
　　特に高所作業での安全確保、倒壊防止、照明による照度の確保など。
　・器具、工具、保護具などの機能を確認し、使用してください。
　・作業は、相互の作業と各作業工程を考慮して進めてください。
　　免許、技能講習、特別教育が必要な作業は、有資格者が行なってください。
　・作業者が相互に安全確認を行なってください。健康状態を十分に確認し、健康管理を実施してください。
　・万が一、事故が発生した際には、直ちに手当を行ない、救助を第一に心がけてください。

注意
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＜施工上のご注意＞

●ボルト,ネジは弊社純正品の規定本数を確実に締付け、固定してください。
●取付説明書の順序通り組付けてください。製品の強度等、性能を低下させる場合が発生します。
●アルミ製品が亜鉛、ステンレス以外の金属と接触する場合は、絶縁処理をしてください。
●腐食のおそれのある接着剤や化学製品を使用する場合は、製品と接触しないようにするか、接触する部分を完全に養生
してください。
●製品の改造は絶対にしないでください。
●施工終了後は、ボルト、ネジなどにゆるみがないか確認してください。
●施工中についた汚れは取除き、誤ってキズをつけた場合は補修塗料で補修してください。
●施工終了後は扉の開閉チェックを行ない、不具合がないか確認してください。

注意

■梱包明細表
【1】ペットガードセット

員　数略　　　図名　　　称

1

3

4

5

4

4

柱A

柱B

柱カバー

格子

柱取付金具

柱ストッパー

【1】ペットガードセット（つづき）
員　数略　　　図名　　　称

10

1

3

4

4
12

21

10

格子キャップ

格子固定部品

格子抑えパッキン

M5ターンナット

【1-1】M5×20ナベ小ネジ
【1-2】M4×8トラス小ネジ（D＝8）
【1-3】φ4×12
 トラスタッピンネジ3種（D＝8）
【1-4】φ4×6
 トラスタッピンネジ2種（D＝8）
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1. 基本寸法

柱B 傾斜角3°柱A（※）

柱B柱A（※） 格子
G.L.

最
大
2
5
0
m
m

2950（2650）

設
置
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整
範
囲（
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0～
25
0）

5
0

900（800）45 900（800） 45
扉はみ出し寸法

3
.0
0
°

補足
●図はW30型を示し、（　）はW27型
を示します。傾斜地に設置の場合、
傾斜角度は３°まで対応します。

●ペットガード取付け時には扉はみ出
し寸法が、標準タイプで214mm 
ハイルーフタイプで256mmになり
ます。傾斜地の場合、柱Aを一番高
い部分に使用してください。

ポイント

図1-2　傾斜地の場合

図1-1　平地の場合

2. 柱取付金具の取付け

①φ9の穴を扉本体の下桟のV溝部分に4箇所あけてください。（図2-1、図2-2参照）
②柱取付金具を下桟にM5ターンナットと【1-1】で取付けてください。

【1-1】M5×20ナベ小ネジ

柱取付金具

オーバードアS
扉本体　下桟

（　）：W27型図2-1

ターンナットの動き
図2-2　A部詳細図

M5ターンナット

φ9穴
（現場加工）

900（800）
45

900（800）

柱取付金具

M5ターンナット

【1-1】M5×20
  ナベ小ネジ

A部

オーバードアS
扉本体　下桟

家　側

警告
●必ず扉の作動領域以外の操作時の安
全を確保できる（扉やアームが当っ
たり巻き込まれない）場所へ設置し
てください。

V溝
家　側

下桟のV溝位置

オーバードアS
扉本体

45
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3. 柱部品の加工

3-1 柱の加工

①柱を切断してください。
　（図3-1、3-2参照）
②φ3.5の穴を柱に3箇所あけてくだ
さい。（図3-3参照）

2
6

25.5

G.L. G.L.

29.2 切断

φ3.5穴
（現場加工）

612mm以上 任意

6 ※

5以
上

5以
上

5以
上

5以
上

5以
上

扉本体

柱B柱B

図3-1　平地の場合

※図は柱Aを示します。

図3-3　柱A

図3-2　傾斜地の場合

扉本体

3-2 柱カバーの加工

3-3 格子固定部品の加工

3-4 格子抑えパッキンの加工

2

1
0

1
0

10

φ4.5穴

①柱カバーを、取付ける柱の長さに合わ
せて切断してください。
②φ4.5の穴を柱カバーに1箇所あけて
ください。

①格子固定部品を、柱Aの切断した部分と
同じ長さ分、切断してください。（※）

①格子抑えパッキンを、柱Aの切断し
た部分と同じ長さ分、切断してくだ
さい。（※）

φ4.5穴
（現場加工）

6 任意

図3-4

図3-5

図3-6

2
6

7.5
7

●穴位置は格子切欠き溝より12mm
以上離してください。柱ストッパー
が取付けできなくなります。

ポイント

柱A柱A

格子固定部品取付け穴
※柱Bにはあいていません。

●加工する前に、施工寸法を確認して
ください。取付けができなくなるお
それがあります。

ポイント

下上

上

上

下

下

※

切断

切断

切断

φ3.5穴
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4. 柱の取付け
①柱を柱取付金具に【1-2】で取付けて
ください。

柱取付金具

【1-2】M4×8
 トラス小ネジ（D＝8）

家　側

道路側

5. 格子の取付け

1
2
 

8 6

切断φ4.5穴　片面のみ
（現場加工）

φ4.5穴　片面のみ
（現場加工）

6 任意

5-1 格子の加工

G.L. G.L.

323232

扉本体

格子

図5-1　平地の場合

図5-3

図5-2　傾斜地の場合

扉本体

格子

32 32

40

①平地の場合は本体の幅に合わせて、
傾斜地の場合は、本体幅と傾斜に合
わせて格子を切断してください。
　（図5-1、5-2参照）
②φ4.5の穴を格子の端部に2箇所、
片面だけあけてください。
　（図5-3参照）
③φ4.5の貫通穴を格子の片側端部か
ら40mmの場所にあけてください。
　（図5-3参照）

φ4.5貫通穴
（現場加工）

オーバードアS
扉本体　下桟

柱B

柱A
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5-2 格子の取付け

①格子キャップを格子に【1-4】で取付けてください。
②格子を柱にはめこんでください。

③格子固定部品を格子と柱Aに【1-3】で取付けてください。
④格子抑えパッキンを柱Bの格子部に貼付けてください。

家　側

道路側

家　側

道路側

格子

柱A
格子キャップ

【1-4】φ4×6
 トラスタッピンネジ
  2種（D＝8）

オーバードアS
扉本体　下桟

柱B

【1-3】φ4×12
 トラスタッピンネジ3種（D＝8）

柱A

格子固定部品

柱B
格子抑えパッキン

①柱ストッパーを柱に【1-3】で取付け
てください。
②柱カバーを柱にはめこみ、【1-3】で
取付けてください。

オーバードアS
扉本体　下桟

柱A

【1-3】φ4×12トラス
  タッピンネジ3種（D＝8）

柱ストッパー

【1-3】φ4×12
 トラスタッピンネジ
  3種（D＝8）

柱B

5-3 柱カバーと柱ストッパーの取付け

注意
●必ず柱ストッパーを取付けてくださ
い。柱の端面がむき出しの場合、思
わぬケガや事故につながるおそれが
あります。

●柱カバーには上下があります。

ポイント

【1-2】M4×8
  トラス小ネジ（D＝8）

柱カバー

5. （つづき）
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6. バランサー・接地ストッパーの調整

6-1 バランサーの調整

家　側

道路側

①オーバードアS扉本体の「M4×8ト
ラス小ネジ」を外し、サイドフレー
ムを扉本体から取外してください。
（扉本体両側）

②「バランサー固定ネジ」を取外しバ
ランサーを扉本体から取り出してく
ださい。（図6-2参照）
　バランサーは扉本体の両端に入って
います。

●サイドフレームが取外しにくい場合
は、サイドフレームに当板をしてプ
ラスチックハンマーなどで軽く叩き
ながら取外してください。
●バランサーは同じ重さの物が扉の左
右に入っています。

ポイント

●扉本体のバランサーはタイプ・サイ
ズによって搭載されていない場合も
あります。扉を確認して図6-2「バ
ランサー固定ネジ」が無い場合はバ
ランサーが搭載されていない扉にな
ります。バランサーの搭載が無い扉
の場合は「　                           」
に進んでください。

ポイント

M4×8トラス小ネジ

サイドフレーム

オーバードアS　扉本体

オーバードアS　扉本体

バランサー

バランサー固定ネジ
（M5×40トラスネジ）

図6-1

※ペットガード取付け後に行う作業です。

図6-2

バランサー

6-2 接地ストッパーの調整
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取説コード

D530
JZZ621770D
201102A＿1039
202212E＿1049

6. （つづき）

6-2 接地ストッパーの調整 ①接地ストッパーをG.L.面まで下げてく
ださい。

③バランサーは図6-3のように組立てら
れていますが、扉のタイプ・サイズに
よって組合わせが違います。取外した
バランサーを確認してください。
④M5×35サラ小ネジを外してバラシて
ください。
⑤バランサーC（565mm）1本とバラン
サーBまたはA（280mm）1本を抜いて
ください。バランサーCが無い場合には
短いバランサーを2本抜いてください。
⑥残りのバランサーはM5×35サラ小ネ
ジで再組立てしてください。

●2～3回開閉した後、全閉時にG.L.
面に軽く当る様に接地ストッパーを
調整してください。
●柱ストッパーよりも先に接地ストッ
パーがG.L.面に当る様に調整してく
ださい。

ポイント

図6-3は片側分です。両側のバラン
サーは同じように作業を行ってくださ
い。

ポイント

G.L.

M6×15（SW＋PW）

接地ストッパー

1
0
0
～
2
5
0

接地ストッパー固定金具

表6-1  バランサーの取外し目安（片側）

※【長い1、短い1】ですが、長いバランサーが入っていない
場合は短いバランサー2本を取外してください。

サイズ

1型

2型

4型

H10
H12
H10
H12
H10

W27
長い１、短い１
長い１、短い１
長い１、短い１
長い１、短い１
長い１、短い１

W30
長い１、短い１

―
長い１、短い１

※
長い１、短い１

バランサーCバランサーB

バランサーA

M5×35 サラ小ネジ

図6-3

バランサーの組立詳細（バランサーの組合わせはサイズによって違います）


